
転倒と熱中症への対策を
ともに行って
どちらの災害も減らしましょう。

R6.7 v1

暑さで集中力が落ちると
危険感受性や危機対応に

影響することが多くなります。

転倒災害防止のための
ソフト対策には

体力維持管理を含みます。
併せて、暑さを乗り切る体力もつけましょう。



新型コロナウイルスによる被災者は除いています。
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令和6年 6月末現在
労働災害発生状況

（休業4日以上、業種別、型別）
全3,181人

令和5年 6月末現在
労働災害発生状況

（休業4日以上、業種別、型別）
合計3,099人

「転倒」は前年に比べ増加傾向ですが、
多くを腰痛が占める「動作の反動、無理な動作」との合算割合では
ほぼ同水準です。全体件数の増加傾向にも注意が必要です。

・円グラフの項目は「事故の型、被災者数、割合」を示します。
・グラフ中の割合は自動集計のため合計100％にならないことがあります。


